


塩谷順耳

変に収集に対処する必要があろうと考える。 5古文書の整理・保存

歴史資料は材質にとみ、かつ不定形を特色とする。本

館で現在収蔵する歴史資料は凡そ7300点であるが、材質

に関しては紙・木質・金属等で、さしあたりこれからく

る問題点は40％前後を適湿とする金属性資料が混じるだ

けである。これに対し形状は、藩政期の駕・高札・戊辰

戦時の砲丸、それに藩政期の文書・絵図等を列挙しても

わかるとおり様々であり、収納場所に一工夫こらさなけ

ればならない。しかも寄託資料もあるため、受人区別を

も考慮する必要がある。

本館の歴史資料収蔵室はほぼ13m×12m,の広さがあり、

その東側に高さ1.87凡の中2階を設けるが、部屋を大き

く三分し利用している。即ち中2階は木製の中型（例え

ば机程度）不定形資料を収納する場所であり、その下は

小形不定形資料を収納する場所とし、一階の部分は主と

して古文書・写経・その他文献資料を収納する所として

いる。手紙や。覚書等は紙質からなり、小型であるため

所在場所をつきとめる事は容易でない。そのため本館で

は次の方法を採用した。幅・高さ共に180era、奥行60cm

のスチール製棚を並べ、A・B。C・・・・と固定する。

各棚をア・イ・ウ・・・と6区分し、それに、それぞれ

1個の木製箱を配置しやはり固定する。各繍にはカード

に記入された文書を1点につきl袋ずつ収め、500点人

入るようにし、l～500の番号を付け手前から順序に並

べる。

2資料収集と湿度の問題

館内で「収蔵庫が乾燥しすぎているのでないか」とい

う事をよく聞く。事実、前に酒造展を計画し借用資料を

収蔵した時、木質の樽が収縮し竹製のタガのはづれた事

があった。恐らく目に見えないにしても、収集資料に対

し収蔵庫は湿度の急変という思わしくない結果を与えて

いるかも知れない。秋田市の湿度は洲査機関のデーター

によると、ここ5年間の平均を見た場合、1月77％、2

月76％、3月72％、4月1¥%、5月IVlo、6月7!-n、7

月82％、8月80％、9月79％、10月77̂ 、II月76*.、12

月77％で平均77％である。資料収染の作業は大体冬季以

外に行なわれるが、何れにせよ湿度80％に近い状態に長

い間おかれた資料を、60％の収蔵雌に入れた場合、当然

その資料に湿度の急変という力を与えたことになる。

80X－→70^－－→60'^
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上の図式は80^の状態から60の収蔵庫に定着させる

迄の常識的過程であるが、問題は70％前後の仮収蔵庫を

どうするかにある。湿度を異にした収蔵庫を保有してい

る博物館施設は先ずない。従って本館で実施しうる対応

は、⑦各部間の研究作業室か、保管の行届いた部屋を仮

収蔵庫として利用し、70％前後の湿度を保持してそこに

収蔵する。①短期借用ですぐ展示室に連び込む場合は、

展示室の湿度を調節する。ほぼこの二通りであろう。幸

い本館は短期特別展のための第二展示室をもっており、

そこだけに限る湿度調整が可能である。

次に本館で克服しなければならない問題は、材質毎に

区分して収蔵していない点である。収蔵mは材質の次元

でなく部門が基準になって造られている。そのためm6

を適湿とする金属資料と、60％を適湿とする資料が同一

の部屋に収蔵されている現状であり、民俗資料によく見

られるように、金属と木質から成る場合はやむをえない

にしても、万事部門の収蔵庫に収納することを原則とし

ている。これは整理・保管上、或いは調査研究上有利な

点が多く、収蔵上の基準としてさしつかえない。しかし

資料の保存も博物館に課せられた大きな使命であり、見

落すわけにはいかない。結局、部門柾に収蔵する方式の

有利な点を加味しながら改善して行き、最少限金属資料

に限り、部I")の枠を越えて一個の収j放室を用意し、適湿

のもとに保存する方向を見出すべきものと考える。
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資料収集保存上の問題点

ァ。500」・「A・イ・1」・・・の順に配列され、

サブカード（部門専用カード）の収蔵場所に同記号を付

すことによって、サブカードを通し所在する袋を簡単に

見付ける事が可能となる。そして受入区分は棚を区別す

ることによって容易に見分けがつく。ほぼ以上の方法で

ある。なお文書そのものは家別けを原則とし、その中で

覚書・口上・書簡等その文書のもつ性格を基準に分ける

ことにしている。

ところで文書の保管は以上のように一応技術的に並べ

られるものの、重要な問題は内容の整理であろう。即ち

文書そのものを直ちに展示することは芳しい事ではない。

本館でも一部展示しているが、ごく特殊なものに限定し

ており、しかも極力避ける方向にある。しかし単に珍貴

な物を並べる旧来の博物館から脱するためには、いろい

ろな資料を収集し、展示化する努力が必要である。その

ための「調査研究」が行なわれてこそ、はじめて資料の

整理が成ったと言えよう。古文書の場合も、その内容が

表化・パネル化、或いは印象図化できるように整理し、

展示に堪えうる形で準備されてはじめて整理が完了した

事になる。従来の資料の整理方法は、いわゆる物を対象

とした場合であった。古文書の整理も研究論文を書くた

めの整理は、従来歴史家がやってきている。しかし博物

館が様々な資料を収集し、それをもとに展示する以上、

そうした目的にあった整理方法が考えられて良いと思う。

本館の場合、前述のように一点一点が袋におさめられ

るが、文書資料のカード記入は寸法・年代・丁数・頁数

等については他と同様とし、短い文書は解説してカード

に書き込み、長文は概略記入することにしている。更に

若干の工夫をこらし、展示パネル作成にいかなる点から

貢献できるかを基準に、例えば寺社の分布、河川交通、

山岳信仰・・・・等設定されうるテーマを記入すること

にした。何れにせよ古文書は量が多くなると整理に時間

がかかり、博物館資料として取扱う場合は一段の工夫が

必要と思われ、新たな整理方法が考えられて良いと思う。

4文献資料

ここで言う文献資料とは新刊を含む図書論文のことで

ある。博物館の機能の一つに「調査研究」があるが、正／

直に言って博物館の研究機能は一部を除き、大学や研究

所と対抗するだけの力をもっていない。学会誌を見ても

博物館スタッフの研究は非常に少ないと聞く。博物館の

研究は対象・内容が若干異なるという弁解がましい答え

がすぐ返ってくるが、学界への貢献度は余り高くないの

が実情である。博物館協議会や日博協主権の催しも形式

的なものが多く、博物館人が集まって学術的討論をする

場はないし、それをやるだけの力をもち合わせていない

と言っても良いであろう。その点では準行政機関である。

以上のような背景からか、一般に博物館では展示資料、

或いはそれに関連ある基礎資料が重要視され、研究機能

を考慮した資料、即ち図書・雑誌・論文の収集には力が

注がれていない。本館で蔵する図書も凡そ9000点にすぎ

ず、そのうち半分は各県・市・町村で出す考古・民俗を

中心とする報告書である。そのうえ歴史部門を見た場合、

常日頃余り見ない国史大系、群書類従、史料総賢、徳川

実紀、徳川禁令考等で書架が埋められ、研究書・論文が

少ないためそうしたもののみが目立っている。

ところで本館の資料収集の手続的機構は、各部門代表

によって構成する評価委員会制度のもとに、収集する資

料として適か、不適かを判定し、その他の条件をも加味

しながら決定するという形をとっている。委員会は1カ

月単位にもたれ、そこで収集資料が確認されるが、今年

から新しい試みとして積極的に「文献資料」の項目を設

け、各部門毎に購入希望文献を出してもらい、予算に合

わせて収集することにした。幸い54年度予算に部門資料

購入費の他に文献資料項目が加えられたので、一応文献

資料収集は軌道にのったことになる。収集文献の選択の

問題があるがそれは部門に一任することにし、以後付属

図書館の整備をすすめることにより、研究体制の一助に

なるであろう。

おわりに

以上、秋田県博の資料収集に関する問題点の中から、

気のついたことをピックアップして述べてみた。結局は

スタッフの努力が基底にあり、設備が充実したからと言

って機能が増強されるわけでないが、博物館界の歴史の

浅さに基因しているものもあるように思われる。そうし

た点を克服して軌道にのせる努力をたえず続けていく必

要があろう。
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